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記載していません。

疾患名
前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減
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（注）過去５年間の同時期平均
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■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

■コメント

４ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
定点当たり1.69人の報告がありました。引き続き、基本的な感染予防対策を心がけましょう。

定
点
当
た
り
報
告
数

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の流行状況１ 感染性胃腸炎
定点当たり12.00人の報告があり、多い状況が続いています。

こまめな手洗い、便・吐物の適切な処理など、感染予防対策
を徹底しましょう。

３ ＲＳウイルス感染症
定点当たり1.30人の報告がありました。例年同時期より多い

状況が続いており、注意が必要です。

広島市 25年

広島市 20-24年平均

全 国 25年

２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎
定点当たり2.35人の報告があり、増加傾向です。感染経路

は、飛沫感染、接触感染です。手洗い、咳エチケットなどの感
染予防対策を心がけましょう。

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 3 27
20歳代・推定感染地域：不明、
20歳代・推定感染地域：国外、80歳代

4 Ａ型肝炎 1 1 30歳代

5 急性脳炎 1 2 10歳代

5 後天性免疫不全症候群 1 1 30歳代・エイズ

5 侵襲性肺炎球菌感染症 1 10 60歳代

5 梅毒 1 30 40歳代

5 百日咳 5 40 10歳未満・1人、10歳代・4人



（検査：広島市衛生研究所）

診断名 主症状 年齢 発症年月日 検査材料　　  検出病原体

インフルエンザ 発熱(40.0℃) 鼻炎　 4 2025/02/14 鼻汁(拭い液)　 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽA(H1N1)2009型

その他の消化器疾患 腸重積 0 2025/01/13 糞便　 ｱｽﾄﾛｳｲﾙｽ

ｻﾎﾟｳｲﾙｽ

＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載
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第8週 49 84 19 2 39 429 4 1 4 - - 2 - 4 - - 3 - -
報 第9週 37 102 27 13 31 307 - - 3 4 1 - 1 1 - - 5 - 4
告 広島市 第10週 36 70 29 3 44 424 - - 6 6 - - - 12 - - 4 - 5
数 第11週 34 71 32 10 44 363 2 3 8 2 - - - 7 - - 1 - 2

第12週 33 61 30 9 54 276 3 - 6 4 - - - 7 - - 6 - 4
第8週 1.36  2.33  0.83  0.09  1.70  18.65  0.17  0.04  0.17  - - 0.09  - 0.50  - - 0.50  - -

定 第9週 1.03  2.83  1.17  0.57  1.35  13.35  - - 0.13  0.17  0.04  - 0.13  0.13  - - 0.83  - 0.67  
点 広島市 第10週 1.00  1.94  1.26  0.13  1.91  18.43  - - 0.26  0.26  - - - 1.50  - - 0.67  - 0.83  
当 第11週 0.94  1.97  1.39  0.43  1.91  15.78  0.09  0.13  0.35  0.09  - - - 0.88  - - 0.17  - 0.33  
た 第12週 0.92  1.69  1.30  0.39  2.35  12.00  0.13  - 0.26  0.17  - - - 0.88  - - 1.00  - 0.67  
り 第10週 2.02  4.07  1.41  0.29  2.33  11.39  0.27  0.05  0.57  0.20  0.01  0.04  0.04  0.82  0.02  0.02  0.28  - 0.15  

第11週 2.23  3.85  1.48  0.28  2.33  11.10  0.27  0.05  0.81  0.21  0.01  0.04  0.06  0.89  0.01  0.03  0.29  - 0.19  
全国

|

19

|

19

２０２５年第１２週（３月１７日～３月２３日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/eisei/1003071/index.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

■新たに判明した病原体検出状況

広島市では、各区保健センターで、「HIV/エイズに関する相談と無料・匿名検査」を実施しています。

後天性免疫不全症候群（エイズ）は、ヒト免疫不全ウイルス（HIV：Human Immunodeficiency Virus）に感染す

ることによって引き起こされる疾患です。感染後数年から10年程度、症状がない状態が続きますので、その間、

検査を受けなければ、自分が感染していることに気づきません。

近年、医療が飛躍的に進歩し、早期に治療を開始すれば、長期間エイズの発症を防ぎ、通常の生活を送る

ことができるようになっています。

感染を早期に発見し、適切な治療を受けるため、そして大切な人に感染させないためにも、感染の可能性の

ある方や不安をお持ちの方は、検査を受けましょう。

詳しくはこちらをご覧ください↓

ＨＩＶ／エイズの無料・匿名検査（Ｗｅｂ予約可能です）（広島市）
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/medical/1021213/1022693.html


